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山梨県こども計画策定に係るアンケート調査の概況 
 

調  査  の  概  要 
 

区 分 内   容 

調査目的 

令和５年４月１日から施行された「こども基本法」に基づき山梨県こども計画を

策定するにあたり、県内の子育て世帯が抱える困りごとや希望する支援策を把

握し、今後の子育て支援策を展開するための調査を行う。 

調査地域 山梨県全域（全２７市町村対象） 

調査対象 
①山梨県在住の１８歳以下の子のいる世帯の保護者   ４，５００人 

②山梨県在住の６歳以上１８歳以下の子ども本人      ４，１７３人 

抽出方法 住民基本台帳から令和５年１２月１日基準日に１８歳以下の者を無作為抽出 

調査方法 郵送調査（インターネット回答） 

調査期間 令和５年１２月２５日（月）～令和６年１月１５日（月） 

有効回答数 
①２，３６９（回答率５２．６％） 

②１，９６８（回答率４７．２％） 

 

※市町村別の発送数・回答数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

甲府市 838 18.6% 446 18.8% 770 18.5% 375 19.1%

富士吉田市 210 4.7% 107 4.5% 207 5.0% 99 5.0%

都留市 134 3.0% 66 2.8% 132 3.2% 59 3.0%

山梨市 147 3.3% 88 3.7% 126 3.0% 65 3.3%

大月市 106 2.4% 51 2.2% 99 2.4% 38 1.9%

韮崎市 120 2.7% 57 2.4% 117 2.8% 48 2.4%

南アルプス市 361 8.0% 218 9.2% 341 8.2% 189 9.6%

北杜市 170 3.8% 84 3.5% 156 3.7% 69 3.5%

甲斐市 408 9.1% 239 10.1% 373 8.9% 192 9.8%

笛吹市 307 6.8% 162 6.8% 284 6.8% 136 6.9%

上野原市 100 2.2% 46 1.9% 96 2.3% 38 1.9%

甲州市 123 2.7% 69 2.9% 116 2.8% 47 2.4%

中央市 147 3.3% 67 2.8% 135 3.2% 53 2.7%

市川三郷町 105 2.3% 53 2.2% 101 2.4% 41 2.1%

早川町 72 1.6% 21 0.9% 57 1.4% 25 1.3%

身延町 106 2.4% 62 2.6% 100 2.4% 54 2.7%

南部町 100 2.2% 49 2.1% 98 2.3% 43 2.2%

富士川町 105 2.3% 52 2.2% 102 2.4% 44 2.2%

昭和町 126 2.8% 63 2.7% 115 2.8% 54 2.7%

道志村 100 2.2% 37 1.6% 92 2.2% 28 1.4%

西桂町 107 2.4% 48 2.0% 97 2.3% 38 1.9%

忍野村 100 2.2% 54 2.3% 90 2.2% 50 2.5%

山中湖村 103 2.3% 59 2.5% 92 2.2% 46 2.3%

鳴沢村 108 2.4% 66 2.8% 99 2.4% 50 2.5%

富士河口湖町 106 2.4% 70 3.0% 105 2.5% 56 2.8%

小菅村 48 1.1% 20 0.8% 47 1.1% 24 1.2%

丹波山村 43 1.0% 11 0.5% 26 0.6% 6 0.3%

無回答 - - 4 0.2% - - 1 0.1%

合計 4,500 100.0% 2,369 100.0% 4,173 100.0% 1,968 100.0%

①保護者 ②子本人
発送数 有効回答数 発送数 有効回答数
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保護者を対象とした調査結果の概要 
第１ 子育て世帯の状況 

1-1.世帯構成 

 

 

 

1-2.子どもの人数 

 

 

1-3.世帯の年間所得額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ふたり親世帯では、「400 万円以上 500 万円未満」から「800 万円以上 900 万円未満」に

集中しており、「600 万円以上 700 万円未満」が 15.5％と最も高くなっている。 

・父子世帯では、「200 万円以上 300 万円未満」から「400 万円以上 500 万円未満」に集中

しており、そのピークは「200 万円以上 300 万円未満」の 30.3％となっている。 

・母子世帯では「1 円以上 100 万円未満」から「300 万円以上 400 万円未満」に集中し、そ

のピークは「100 万円以上 200 万円未満」の 28.4％となっている。 

※「回答者の年間所得」と「配偶者の年間所得」からそれぞれ階級値をとり、それを合計し算出。 

このとき、回答が「1000 万円以上」であった回答は、「1000 万円」として計算している。 

  

調査数 父子世帯 母子世帯
ふたり
親世帯

その他 無回答

全体(n=2369) 1.4% 8.0% 90.0% 0.4% 0.1%

調査数 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 無回答

全体(n=2369) 14.2% 50.4% 28.7% 4.7% 1.1% 0.3% 0.4% 0.0% 0.1%
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1-４.土日祝日の仕事状況 

 ・全体として、母親より父親のほうが土日祝日に仕事があることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-５.18 時以降の仕事状況 

 ・土日祝日の仕事と同様に、全体として母親より父親のほうが 18 時以降の仕事を多くしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
計

ほ
ぼ
な
い

（
1
0
%
未
満

）

あ
ま
り
な
い

（
1
0
%
以
上
4
0
%
未
満

）

時
々
あ
る

（
4
0
%
以
上
6
0
%
未
満

）

か
な
り
あ
る

（
6
0
%
以
上
9
0
%
未
満

）

ほ
ぼ
あ
る

（
9
0
%
以
上

）

無
回
答

（
該
当
し
な
い

）

総計 2369 22.1% 13.2% 18.9% 15.3% 16.9% 0.1% 13.5%

ほぼない（10%未満） 40.7% 11.3% 5.5% 7.6% 5.7% 6.5% 0.1% 4.1%

あまりない（10%以上40%未満） 9.5% 2.0% 1.8% 1.9% 1.6% 1.5% 0.0% 0.8%

時々ある（40%以上60%未満） 18.0% 3.1% 2.4% 4.1% 3.2% 2.7% 0.0% 2.5%

かなりある（60%以上90%未満） 9.2% 1.6% 1.0% 1.6% 2.0% 1.6% 0.0% 1.4%

ほぼある（90%以上） 9.8% 1.5% 1.0% 1.5% 1.3% 3.1% 0.0% 1.5%

無回答 0.3% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

（該当しない） 12.5% 2.6% 1.4% 2.3% 1.4% 1.6% 0.0% 3.3%

父親の土日祝日の仕事

母
親
の
土
日
祝
日
の
仕
事

総
計

ほ
ぼ
な
い

（
1
0
%
未
満

）

あ
ま
り
な
い

（
1
0
%
以
上
4
0
%
未
満

）

時
々
あ
る

（
4
0
%
以
上
6
0
%
未
満

）

か
な
り
あ
る

（
6
0
%
以
上
9
0
%
未
満

）

ほ
ぼ
あ
る

（
9
0
%
以
上

）

無
回
答

（
該
当
し
な
い

）

総計 2369 11.9% 9.8% 18.2% 15.8% 30.4% 0.3% 13.5%

ほぼない（10%未満） 52.8% 7.5% 5.7% 9.5% 8.7% 15.4% 0.2% 5.7%

あまりない（10%以上40%未満） 8.8% 0.9% 1.4% 1.9% 1.3% 2.4% 0.0% 0.8%

時々ある（40%以上60%未満） 11.8% 0.9% 1.0% 2.9% 1.9% 3.6% 0.0% 1.6%

かなりある（60%以上90%未満） 7.3% 0.8% 0.6% 1.3% 1.6% 1.9% 0.0% 1.1%

ほぼある（90%以上） 6.6% 0.5% 0.4% 0.6% 0.5% 3.6% 0.0% 1.0%

無回答 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

（該当しない） 12.5% 1.4% 0.8% 1.9% 1.6% 3.5% 0.0% 3.3%

母
親
の
1
8
時
以
降
の
仕
事

父親の18時以降の仕事
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1-６.親の仕事状況 

・母親の仕事では「パートタイマー、派遣」の割合が 43.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-７.家事・育児の分担状況 

 ・家事、育児ともに「父親と母親と半々」と回答したのは 9.2% 

・一方で、家事、育児ともに「専ら母親がやる」の回答が 40.0% 

 ・また、家事、育児それぞれで「専ら母親がやる」または「主に母親がやる」とした回答の割合の合

計は 72.8%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総
計

自
営

（
農
林
漁
業

）

自
営

（
商
工
サ
ー
ビ
ス
業

）

正
社
員

（
従
業
員
5
0
人
未
満

）

正
社
員

（
従
業
員
5
0
人
以
上

）

公
務
員

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

、
派
遣

家
内
労
働

学
生

、
無
職

、
失
業
中

そ
の
他

無
回
答

（
該
当
し
な
い

）

総計 2369 2.4% 11.2% 20.5% 38.4% 12.3% 1.5% 0.1% 1.0% 2.1% 1.9% 8.6%

自営（農林漁業） 1.1% 0.7% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営（商工サービス業） 5.5% 0.0% 3.4% 0.5% 0.6% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.5%

正社員（従業員50人未満） 9.0% 0.2% 1.1% 2.7% 2.7% 0.6% 0.1% 0.0% 0.1% 0.2% 0.1% 1.2%

正社員（従業員50人以上） 14.0% 0.3% 1.0% 2.4% 7.0% 0.9% 0.2% 0.0% 0.2% 0.1% 0.1% 1.6%

公務員 8.0% 0.0% 0.4% 0.9% 2.1% 3.8% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.2% 0.4%

パートタイマー、派遣 43.3% 0.5% 3.3% 10.7% 18.7% 4.7% 0.8% 0.0% 0.3% 0.4% 0.5% 3.3%

家内労働 6.5% 0.3% 1.0% 1.0% 2.7% 0.8% 0.1% 0.1% 0.0% 0.2% 0.2% 0.2%

学生、無職、失業中 4.5% 0.1% 0.2% 0.8% 1.9% 0.7% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.6%

その他 3.8% 0.2% 0.3% 0.6% 1.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.1%

無回答 2.3% 0.0% 0.1% 0.5% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.2%

（該当しない） 1.8% 0.0% 0.3% 0.3% 0.5% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.4%

父親の仕事

母
親
の
仕
事

総
計

専
ら
母
親
が
や
る

主
に
母
親
が
や
る

父
親
と
母
親
と
半
々

主
に
父
親
が
や
る

専
ら
父
親
が
や
る

そ
の
他

無
回
答

総計 2369 47.1% 32.2% 15.8% 1.0% 1.9% 1.0% 1.0%

専ら母親がやる 50.0% 40.0% 8.5% 1.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1%

主に母親がやる 29.5% 5.7% 18.6% 4.9% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1%

父親と母親で半々 14.3% 0.7% 4.1% 9.2% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0%

主に父親がやる 1.0% 0.0% 0.3% 0.3% 0.4% 0.1% 0.0% 0.0%

専ら父親がやる 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 1.6% 0.0% 0.0%

その他 1.9% 0.3% 0.5% 0.3% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0%

無回答 1.3% 0.3% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8%

育児の分担状況

家
事
の
分
担
状
況
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第２ 主観的評価 

2-1.子育て環境に対する主観的評価の平均点 

 

 

 

 

 

 

 

※評価点の分布 

・住んでいる地域に対する子育てのしやすさの評価 

 

 

・「結婚・妊娠・出産・子育てに対する切れ目ない支援の実現」に対する評価 

 

 

・「子ども・子育てについて社会全体から支えられている感覚」に対する評価 

 

 

・「子どもが十分に能力を伸ばせる環境の実現」に対する評価 

 

 

・「子育ての中で感じる楽しさ」に対する評価 

 

 

・「子育ての中で感じる負担、辛さ」に対する評価 

 

 

  

項目 平均点

住んでいる地域における「子育てしやすさ」に対する評価 6.1点

「結婚・妊娠・出産・子育てに対する切れ目ない支援の実現」に対する評価 5.2点

「子ども・子育てについて社会全体から支えられられている感覚」に対する評価 5.2点

「子どもが十分に能力を伸ばせる環境の実現」に対する評価 5.1点

「子育ての中で感じる楽しさ」に対する評価 7.4点

「子育ての中で感じる負担、辛さ」に対する評価 5.4点

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

2.9% 2.4% 6.3% 5.1% 20.9% 13.2% 19.0% 21.3% 3.5% 4.0% 1.4%

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

5.3% 4.3% 9.7% 8.9% 28.1% 15.0% 14.7% 10.0% 1.7% 1.4% 0.9%

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

4.7% 5.0% 11.2% 9.7% 26.1% 14.2% 13.5% 10.8% 2.0% 1.7% 1.1%

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

6.1% 4.4% 10.5% 10.3% 26.9% 15.0% 14.1% 8.9% 1.3% 1.5% 1.1%

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

0.8% 0.8% 1.7% 2.4% 13.2% 7.9% 18.4% 24.4% 10.3% 19.4% 0.8%

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

4.1% 6.6% 12.2% 6.8% 24.9% 11.1% 13.1% 12.4% 2.9% 5.0% 0.9%
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2-2.子育て環境に対して、今後期待される点 

○子育てのしやすさで足りないところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子育てのしやすさの足りないところとして選択された割合は「子育てに対する経済的支援」が

41.0％と最も高く、次いで「買い物や通勤・通学などの普段の生活の利便性」40.3％、「公園

など、子どもの遊び場」40.2％と続いている。 

・一方で各項目と「子育てのしやすさに対する評価点数」との相対係数は「子育てに対する経済

的支援」が-0.25 であり、やや相関関係が確認された。 

 

○子育てについて社会全体から支えられていると感じられるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 ・子育てについて社会全体から支えられていると感じるために必要なこととして選択された割合

は「行政からの十分な支援が感じられる」62.3%、「子どもや子育てを理由に、職場で申し訳な

さを感じなくてよい」52.5%の順に高くなっている。 

 ・一方で、各項目と「社会全体から支えられていると感じる」ことに関する評価との相対係数は、

絶対値が 0.2 を超えるものはなく、明確な相関関係は確認できない。 

選択率 相対係数
使えるサービス等に関する情報の得やすさ 28.3% -0.18
子育てについて気軽に相談できる窓口 12.8% -0.19
子育てを直接的に手助けしてくれる人的サービス 22.2% -0.18
発達障害や医療的ケアなど要配慮児童等に対する適切な支援 11.6% -0.16
買い物や通勤・通学などの普段の生活の利便性 40.3% -0.19
出産や病気の時に困らないだけの受診・通院先 25.7% -0.15
公園など、子どもの遊び場 40.2% -0.14
同世代の子どもを持つ親と交流できる場・機会 10.2% -0.11
保育所、放課後児童クラブなど子どもの預け先 17.0% -0.08
子どもが望む習い事ができる場（塾やスポーツクラブなど） 33.0% -0.13
同世代の子ども・若者が交流できる場・機会 12.0% -0.11
子育てに対する経済的支援 41.0% -0.25
妊娠するための経済的支援 11.6% -0.17
出産に対する経済的支援 13.7% -0.17
住んでいる地域の治安や安全性 14.5% -0.09

選択率 相対係数

 行政からの十分な支援が感じられる 62.3% -0.15

困ったときに、すぐに助けが得られる 39.6% -0.01

定期的に気にかけてくれる人や存在がいる 19.7% 0.11

子どもや子育てについて、周りから非難するような視線を感じない 19.1% 0.00

子どもや子育てを理由に、職場で申し訳なさを感じなくて済む 52.5% -0.07

子どもの存在を理由に利用できない施設やサービスがなくなる 8.3% -0.02

子どもの存在を理由に特典を得られる施設やサービスが増える 22.4% -0.02

※相関係数とは、二つの変量の関係を表す係数。相関係数の絶対値が 1 に近いほど、
相関関係が強くなりますが、以下のように解釈される場合が多い。 

 0.0～0.2 → ほとんど相関関係がない 
 0.2～0.4 → やや相関関係がある 
 0.4～0.7 → かなり相関関係がある 
 0.7～1.0 → 強い相関関係がある 
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○子どもが十分に能力を伸ばせる環境だと感じるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・子どもが十分に能力を伸ばせる環境だと感じるために必要なこととして選択された割合は「小

学校、中学校でより良い教育が行われるようになる」54.5%、「県内により多くの進学の選択肢

が用意される」40.7%の順に高くなっている。 

 ・一方で、各項目と「子どもが十分に能力を伸ばせる環境」に対する評価との相対係数は、絶対

値が 0.2 を超えるものはなく、明確な相関関係は確認できない。 

 

○子育ての中で感じる負担・辛さの理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・子育ての中で感じる負担・辛さの理由として選択された割合は「自分の自由な時間がとれない」

42.6%、「子育てで出費がかさみ、生活費が足りないことがある」38.6%の順に高くなっている。 

 ・一方で、各項目と「子育ての中で感じる負担・辛さ」の評価との相対係数は、絶対値が 0.2 を超

えるものはなく、明確な相関関係は確認できない。 

 

  

選択率 相関係数

子どもが思いきり遊べる公園や広場が充実する 39.6% 0.01

子どもが通える塾や習い事が充実する 36.1% -0.15

保育園や幼稚園、認定こども園などでより良いサービスが行われるようになる 17.1% -0.02

小学校、中学校でより良い教育が行われるようになる 54.5% -0.06

県内の高校でより良い教育が行われるようになる 28.6% -0.01

県内により多くの進学の選択肢が用意される 40.7% -0.02

要配慮児童などについて、それぞれに合わせた支援がされるようになる 15.6% -0.01

地域において子どもが参加できるイベントなどの機会が増える 12.9% 0.06

選択率 相対係数

子育てで出費がかさみ、生活費が足りないことがある 38.6% 0.14

子育てで出費がかさみ、自分のやりたいことをする余裕がない 30.7% 0.10

自分の自由な時間がとれない 42.6% 0.16

仕事が十分にできない 15.5% 0.07

子どもの看護などを理由に急なスケジュール変更が発生する 25.1% 0.07

子どもの生活上の世話をする必要がある 7.8% 0.07

子どもの学業に対する面倒をみる必要がある 16.0% 0.05

子どもの社会生活への適応（不登校や友達づきあいなど）に気を配る必要がある 14.8% 0.14

子育てに関して配偶者の協力が少ない 9.2% 0.08

配偶者と子育てに関して意見が合わない 4.8% 0.04

自分の子育てに対する、まわりの見る目や評価 2.9% 0.02

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 4.4% 0.08

子育てに対する自分の負担や辛さを理解してもらえない 5.9% 0.15

子どもの他に面倒をみなければならない人がいる 2.0% 0.03

子どもにマルトリートメント（不適切な養育）をしてしてしまう 0.6% 0.01
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第３ 子育て施策の認知度・利用実績・満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・制度の認知度は「放課後児童クラブ」72.1%、「生活保護」71.6%、「就学援助制度」58.5%

の順に高くなっている。 

 ・実際に使ったことのある制度は「放課後児童クラブ」38.4%、「高等学校等奨学給付金」

11.3%、「就学援助制度」9.5%の順に高くなっている。 

 ・不満を感じた制度として選択された割合は「放課後児童クラブ」61.4%、「高等学校等奨学給

付金」10.0%、「就学援助制度」9.7%の順に高くなっている。 

 ・各制度について使ったことがある人数を分母とし、不満を感じたことがある人数を分子とした場

合の不満を感じた割合は「生活保護」66.7%、「母子父子寡婦福祉資金貸付金」50.0%、「母

子父子家庭自立支援給付」30.8%の順に高くなっている。 

 

 

  

不満を感じた
割合　c/b

就学援助制度 1387 58.5% 224 9.5% 33 9.7% 14.7%

高等学校等奨学給付金 1223 51.6% 268 11.3% 34 10.0% 12.7%

高等学校等入学準備サポート 608 25.7% 72 3.0% 12 3.5% 16.7%

生活保護 1697 71.6% 18 0.8% 12 3.5% 66.7%

生活福祉資金貸付金 239 10.1% 15 0.6% 4 1.2% 26.7%

母子父子寡婦福祉資金貸付金 369 15.6% 8 0.3% 4 1.2% 50.0%

スクールソーシャルワーカー活用事業 207 8.7% 23 1.0% 5 1.5% 21.7%

放課後子ども教室 618 26.1% 101 4.3% 8 2.4% 7.9%

放課後児童クラブ 1709 72.1% 909 38.4% 208 61.4% 22.9%

地域子育て支援拠点 269 11.4% 68 2.9% 4 1.2% 5.9%

一時預かり 673 28.4% 122 5.1% 24 7.1% 19.7%

ファミリーサポートセンター 1049 44.3% 152 6.4% 33 9.7% 21.7%

産前産後ケアセンター 1078 45.5% 32 1.4% 1 0.3% 3.1%

ひとり親家庭等日常生活支援事業 327 13.8% 16 0.7% 3 0.9% 18.8%

ひとり親家庭医療費助成事業 613 25.9% 125 5.3% 15 4.4% 12.0%

母子父子家庭自立支援給付金 253 10.7% 13 0.5% 4 1.2% 30.8%

 ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業 152 6.4% 11 0.5% 2 0.6% 18.2%

 母子家庭等就業・自立支援センター事業 132 5.6% 7 0.3% 2 0.6% 28.6%

 チャレンジマザー就職支援事業 49 2.1% 4 0.2% 1 0.3% 25.0%

 自立支援員によるひとり親家庭等の相談 90 3.8% 6 0.3% 1 0.3% 16.7%

自立相談支援事業 131 5.5% 10 0.4% 2 0.6% 20.0%

その他 9 0.4% 16 0.7% 1 0.3% 6.3%

無回答 123 5.2% 982 41.5% 11 3.2%

調査数 2369 2369 339

知っている
制度　a

使ったことのある
制度　b

不満を感じた
制度　c
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子ども本人を対象とした調査結果の概要 
第１ 現在の生活に対する満足度 

 

 

 

 

 

第２ 現在の生活に対する満足度と周辺環境に対する評価の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 周辺環境に対する評価の状況 

○ 楽しいと感じる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 現在の暮らし向き(衣食住・レジャー等の物質的な生活基準) 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども本人からの評価項目 平均点

「現在の生活」に対する評価 7.7点

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

0.5% 0.5% 1.1% 2.3% 9.1% 8.0% 18.8% 23.4% 14.1% 20.9% 1.3%

相関係数
楽しいと感じる頻度との関係 0.4762
現在の暮らし向きとの関係 0.3365
地域の生活のしやすさとの関係 0.3349
普段の健康状態との関係 0.3103
大人になることへの期待との関係 0.282
やりたいことができる環境との関係 0.2762
地域を安全安心と感じているかどうかとの関係 0.2479
考えを押し付けられていると感じる頻度との関係 0.2213
将来のやりたい仕事の決定状況との関係 0.1596
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○ 地域の生活のしやすさ 

 

 

 

 

 

 

○ 普段の健康状態 

 

 

 

 

 

○ 大人になることへの期待 

 

 

 

 

 
 

○ やりたいことができる環境 

 

 

 

 

 

 

○ 地域を安全安心と感じているか 
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○ 考えを押しつけられていると感じる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

○ 将来のやりたい仕事は決まっているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


